
　平成２７年５月２３日の定期総会

において、任期満了による改選であ

らためて会長に選出を頂きました。

昨年は、１１０周年記念事業を控え

て、太田前会長の体調不良に伴う緊

急的な措置により就任となりましたが、記念事業と１年

間に亘る全国各地、県内各支部の総会など１０数カ所に

初めて参加し、秋田工業高校同窓生の活躍や絆、母校と

故郷に対する強い愛情を感じ、同窓会を運営する責任の

重さをあらためて痛感しました。

　さて、本年は「ラグビー部創立９０周年」にあたる節

目の年でした。全国大会出場６５回、優勝１５回（いず

れも最多）に加え、国体優勝１３回を合わせた、タイト

ル２８回を誇る秋工ラグビー部は、我々同窓生にとって

かけがえのない誇りです。アマチュア、プロを包括した

近年のスポーツ環境の激変は著しいのですが、戦前戦後、

大正・昭和・平成と時系列的節目を超越し、学校体育の

現場で「全国制覇」を成し遂げ、今後もその目標を掲げ

続けられる部活動は、秋工ラグビー部が全国唯一である

と確信します。

　県立高校のハンディ、少子化、ものづくり教育離れな

ど、秋工ラガーマンが目標達成に向かう道程は、厳しい

環境ですが、全国からの期待を闘うエネルギーに転換し、

邁進してもらい、同時に同窓会の皆様には秋工のシンボ

ルに対する応援をよろしくお願いします。

　同窓会員は３万人を越すに至り、更に毎年ご入会頂く

会員の期待へ将来に亘り応えられるよう、各支部や総会

への参加人数に一喜一憂すること無く活動を続けますの

で、ご支援賜りますようお願い申し上げます。

秋田工業高校のシンボルと共に　会　長　工藤　嘉範（昭和51年土木科卒）

武道館

体育館棟（体育館）
音楽棟（音楽室）

撮影時：吹奏楽部の練習体制でした
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校舎改築行程表（平成27年11月現在）

　工藤嘉範会長はじめ同窓会員

の皆様には日ごろから母校の充

実発展のため温かいご支援を

賜っておりますことに御礼申し

上げます。

　昨年の秋工創立１１０周年か

ら早や一年、今年は１１１周年。「１」が並ぶ縁起のい

い年で目指すは「１番」です。今年も母校秋工健児は元

気で、部活動では１番をとって全国大会へとばかりに各

部ともがんばり、８つの部がインターハイ切符をつかみ

ました。また、甲子園予選では２３年ぶりの準決勝進出

で校内外は大いに沸きました。一戦一戦試合を重ねるご

とに選手は成長を見せ、一方ではスタンドから選手を鼓

舞する生徒の応援も成長し、試合を重ねるたびに力強い

応援となりました。「野球ばかりがなぜ」との声はさて

おき、全校応援が四度もでき、応援を通じて全校の一体

感を味わうことができた夏でした。

　野球の勢いはそのままインターハイにもつながり、柔

道で堂々の５位入賞とベスト１６、ボクシングもベスト

１６、バドミントンは１回戦を突破しました。このほか

体操、空手道、少林寺拳法では選手それぞれが持ち味を

発揮し、陸上競技、ウェイトリフティングでは自己記録

を更新することができました。

　今インターハイは近畿開催で、関西支部菅光夫支部長

はじめたくさんの方々が会場に足を運んでくださり熱い

応援をいただきました。紙面を借りて御礼申し上げます。

　このあとも全国エコデンレース、都大路と金砂健児が

燃える舞台が続きます。今後とも皆様のご支援ご協力を

お願いいたします。

創立111周年の金砂健児
校長　西　　聡
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新任教頭先生紹介

畠　山　真　一　教 頭 春　日　詩　子　教 頭
前任校　　秋田明徳館高校
趣味　　　スポーツ観戦、将棋
家族構成 妻、長女、二女、三女、母の６人家族

出身校 東京理科大学 教科　数学
座右の銘（もしくは普段心がけていること）
特にないが、しいてあげるならば「夜明け前が一番暗い」
秋工の印象
以前に比べると少しおとなしくなったようだが、「さす
がは工業高校」という感じ。
秋工同窓会への要望等
どこの高校でも同じで大変ですが、若い同窓会員も気軽
に参加できるような運営が理想的だと思います。

前任校　　秋田県立図書館
趣味　　　植物を育てること
家族構成 母と二人暮らし

出身校 秋田大学 教科　国語
座右の銘（もしくは普段心がけていること）
シンプルイズベスト
秋工の印象
活気があって明るい

秋工同窓会への要望等
お世話になります。よろしくお願いします。

PTA会長挨拶 PTA会長
菅　原　博　文

　昨年秋工創立１１０年を終え、本
年から新たな１１１年目のスタート
を無事にきる事が出来たのも、同窓

の先輩が作り上げてきた長い歴史と、校歌に唱われる「質
実剛健」の魂を受け継いできた金砂健児の賜です。工藤
嘉範同窓会長はじめ同窓会の皆様に御礼を申し上げま
す。
　先日、秋工ラグビー部創部９０周年の記念式典と祝賀
会がおこなわれ、参加させていただきました。ラグビー
部ＯＢ会会長渡辺哲夫氏のご挨拶の中で、「今は、人工
芝の下の土の中には厳しい練習に耐えた先輩の汗と涙の
結晶が詰まっている。その事を忘れず、がんばってほし
い。」に、思わず熱いものを感じました。全国を代表す
る秋工ラグビー部の今後の活躍と全国優勝１６回目に同
窓の皆様と一緒に期待しましょう。
　さて、本校改築工事も３年目を迎え、すでに完成した

体育館と武道館では生徒の生き生きと活躍する姿が見ら
れ、また、現在は実習棟の建築工事も始まり、旧から新
へと変わりつつある姿に寂しさと期待感が入り交じった
独特の雰囲気に包まれております。
　県外、県内の同窓会の会員の皆様には、この時期、就
職活動では大変お世話になっております。私の息子も県
外就職を希望しており多少心配するところでしたが、岩
手県宮古市の現場訪問では、本校の大先輩の方に大変良
くしていただいたと聴いております。秋工の就職の状況
は、入学時から就職を意識して生徒指導を行って下さる
教職員の方々のご尽力のほか、同窓会の皆様の力強いご
支援によるものであり、感謝申し上げます。
　終わりに、硬式野球部が久々のベスト４に進む事が出
来たのも、球場に足を運んでいただいて応援して下さっ
たＯＢの皆様のお陰であります。本当に有り難うござい
ました。
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支部活動

関西支部報告　幹事長　木村　忠雄（昭和 3５年建築卒）

大仙・仙北支部報告　支部長　伊藤　正之（昭和３３年電気科卒）

　｢関西支部｣ は平成２７年で創立
３４年です。
　平成２４年には１６年間幹事長を
務めた菅光夫氏（Ｅ３２）から木村
にそして２６年には３０年間支部長
で先頭を走られた福田廣氏（Ｍ２７）

から菅氏に交代しました。
　菅新支部長の思いが伝わる総会での挨拶を紹介しま
す。
　「支部三代目の支部長を皆さんから託されました。そ
の任を全うできるかは、全く自信ありません。
　それは、初代笹尾先輩、先代の福田先輩があまりにも
偉大な方であったからです。
　企業人としても、同窓会に与える影響の大きさにおい
ても、私の存在は無いに等しいものであります。
　しかも、皆さんの意を断る勇気もありませんでした。
　過去二年間の事務局メンバーの努力により、支部運営

が新たな展開をしました。
　広報紙「秋工関西」を創刊・定期発行、見学会の充実、
財政基盤の見直しなど確かな実績を残しました。
　私は、この流れを大切する気持ちをもち、支部持続の
ため努力してみようと考えました。
　関西在住の同窓の皆さん、同窓生の交流や後輩たちへ
の支援に一人でも多く結集してくださるよう、更にお願
いします」

（平成２６年６月１５日総会で　菅　光夫）

　「関西支部」は大都会のなかの ｢過疎同窓会｣ です。
　「十数年、新しい入会会員なし。それに高齢での退会」
私たちは「知恵と勇気と気配り」で最後の一人まで頑張
ります。
　全国の皆さん、高校駅伝大会では西京極の電光掲示板
前で応援しておりますので、遠慮なく声をかけてくださ
い。共に母校を応援しましょう。

　「大仙・仙北支部」は　昭和４１年
大曲支部として発足し、のち会員の
拡充を目的に　「大曲仙北支部」とし、
更に平成の大合併を機に「大仙・仙
北支部」と三度名称を替え現在に至っ
ております。

　私は、３代目の会長の職に就任して５年になります。
　現在の会員数は、５２名で毎年総会を開催しており、
初めに校歌やラグビーの歌を斉唱してから情報交換をし
親睦を深めて居ります。
　総会の折には、毎回同窓会の会長か副会長および学校
側からも教頭先生等が欠かさず参加してくださり感謝し
ております。
　その際には他の支部の活躍の状況や、学校の生徒達の

進路の状況、クラブ活動の様子、学校の改築などの説明
を受け、母校の発展の状況を報告していただき参加者一
同感慨を新たにしております。　
　会員の親睦の一環として、大曲河川敷ゴルフ場で　年
１・２回ゴルフコンペを開催しております。　大曲工業
高校が開校してからは秋工生が激減し会員の高齢化等も
あり、会員の減少が悩みの種でしたが、最近は少ないな
がらも、若い会員や女性会員も徐々に入会してくれて、
喜んでいるところです。
　今後も会員の加入促進に努め、学校の発展に少しでも
寄与できる支部を目指し、会員一同努力して参りたいと
思っております。今後共「大仙・仙北支部」地区同窓会
をご指導・ご支援くださいます様よろしくお願い致しま
す。
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　平成２７年度　秋工同窓会総会が５月２３日（土）午
後４時より秋田ビューホテルを会場に行われました。
　西聡校長先生をはじめとするご来賓の方々にご臨席を
賜り、総勢６７名の参加者を数えるに至りました。
　各種案件も無事承認をいただき、約１時間後、定刻ど
おりに総会を終えることができました。特に今回は役員
の改選が行われ、新副会長には徳光富久（昭和４７年建
築科卒）が選任されました。新体制のもと同窓会をさら
に充実していきたいものです。
　志賀新一前副会長には長期に渡り、ご尽力いただき、
あらためて感謝申し上げます。本当にありがとうござい
ました。今後共、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し
上げます。
　引き続き、ゴスペルクワイヤ「ザ・スーパーインプレッ
ション」のパワフルな歌声でのアトラクション（メンバー

の中に同窓生がおりました）をはさんで、新入会員の紹
介を懇親会の前に行い、今年２７年３月に卒業した落合
賢、櫻庭敦弥（以上機械科）、菊地和仁、佐良土智之（以
上電気科）、山下純平（土木科）、畠山健、青塚豊（以上
工業化学科）の７名の紹介がありました。
　その後、懇親会へと移行し、東京秋工会加賀谷健治副
会長（昭和３６年電気科卒）より乾杯のご発声をいただ
き、賑やかに歓談いたしました。
　旗を振り、応援歌を唄い、あっという間に時間が経っ
て、恒例により、出席された仙北谷孝治先輩（昭和３１
年機械科卒）より中締めをしていただきました。
　（７）のつく幹事の方々、大変お疲れ様でした。また、

（８）のつく卒業生の方々は来年の幹事よろしくお願い
致します。再任された工藤嘉範会長のもと、同窓会活動
をもっともっと活性化していきたいものです。（敬称略）

平成27年度  秋工同窓会総会の報告
企画委員会担当副会長　池田　昌憲（昭和４７年建築科卒）

工藤 会長　挨拶 新入会員歓迎

懇親会の様子 幹事引き継ぎ

アトラクションの様子

吹奏楽部ＯＢ伴奏
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祝　陸上競技部１００周年

■２７．４．２９
　平成 27 年度シー
ズンスタートは大館
市で行われる山田記
念ロードレース大会
です。
　スタート直後の秋
工長距離選手たちで
す。
　平成２５年４月、

秋工に入学した直後のこの大会に１年生で優勝した松尾
淳之介、「松尾だれだ ?」その後順調に成長平成２６年
大会でも優勝、この大会初めての３年連続優勝が期待さ
れた。平成２７年４月２９日大館市長根山陸上競技場、

（場内放送）～《間もなく高校１０キロロードレース秋
田工業高校松尾君がトップでグランドに入ります》
　期待通り確かに松尾淳之介３年生がトップに入りまし
たが、すぐ後ろに秋工２年生の齋藤椋２年生が追い上げ
ている。苦しい走りを見せる松尾、追い上げの気迫で走
る齋藤、ラスト 300m 手前でトップは秋工松尾から秋工
齋藤にそのままゴールしています。どちらも大会新記録
でした。

■インターハイ　国体に上位入賞（26年大会）
　昨年の山梨インターハイでは３０００ｍ障害東北優勝
出場した續木悠也３年生が２位、長崎国体では湊谷春紀
３年生が少年Ａ５０００ｍで１４分００秒３位に輝い
た。この２人の３年生に加え同レベルの選手たちが全国
高校駅伝大会に向けて練習を続けました。

■全国高校駅伝秋田大会（26年大会）
　都大路京都駅伝全国大会に向けて平成２６年１０月
１２日秋田市内コースで行われました。
　２時間７分０９秒　コース新記録、２年連続２０回目
の全国出場です。２位花輪高校に大差での勝利でした。

■京都都大路　目標の全国大会では
　これまでの最高タイム２時間５分０６秒　４位　秋田
県記録を樹立、まだ留学生が走れない時代に秋田経法大
附属高校（現在 明桜高校）や秋田市立高校（現在 秋田
中央高校）が２位などがありました。当時の記録は２時

間８分台での時代でした。それから留学生が２人走れる
ようになりアフリカケニアから多くの留学生が私立高校
で走るようになり２時間３分台の時代が到来しました。
　その後、日本人高校選手との格差が見られることから、
何回かの調整で現在は各高校留学生選手一人の出場とな
り、１区の１０キロにも走れなくなり留学生は３区か４
区の８キロを走るようになって現在の高校記録となって
います。
　現在の秋工駅伝チームは、留学生選手参加チームの前
を走るようになっています。
　東北でも宮城県、青森県、岩手県、福島県に留学生選
手が活躍していますが、秋工駅伝は留学生参加チームの
前を走り東北優勝もしています。
　留学生の参加を批判する人もいますが、それは間違い
です。
　留学生も日本人高校生も皆同じです。留学生選手が参
加するようになって日本人高校生の長距離記録も更新さ
れてきたのです。
　秋田工業高校陸上競技
部には留学生選手は入部
していません
　秋工駅伝チームのモッ
トーは質実剛健礼儀正し
いことです。

　秋工陸上競技部も創部
１００年です。
　 大 正 ４ 年 に 陸 上 競 技
部の存在が確認されて、
そ れ か ら 昭 和　 平 成 と
１００年です。

27.4山田ロードレース大会

秋工駅伝全国４位

全国駅伝大会アンカー菅原

陸上競技部OB会長　石塚　荘司（昭和40年治金卒）
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祝　秋工ラグビー部創部９０周年

秋工竿燈会も盛り上がり

熱心な秋工ファン

伏見工業さん遠くからありがとう

後援会長の叱咤激励

若い？面々

OB会長挨拶

ラグビー部功労者

　秋田工業高校ラグビー部は、皆様に支えられながら創部９０周年
を迎えました。去る平成２７年９月１２日（土）に記念式典、祝賀
会が催されました。当日は京都市立伏見工業高校との記念試合、秋
工１、２年ＶＳ秋工ＯＢ（４０歳以上）のエキシビジョンゲームも
行われました。
　秋工ラグビーは皆様の応援を糧に、さらに強く、さらに魅力ある
チームへ育つことと思います。今後とも変わらぬご支援をお願い申
し上げます。
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⃝　　　　　　　　　　　 OBの活躍 　　　　　　　　　　　⃝

『毎日を自分の力にする』　館岡　史（平成２７年機械科卒）

『これからの自分のために今できることを』　佐良土　智之（平成２７年電気科卒）

　私は４月に㈱東北機械製作所に入社

しマテックス事業部配属となり、社会

人としてのスタートを切りました。現

在は技術課に配属され、鋳造で使用す

る砂の試験・管理を主に行っています。機械科で学んだ

ことが活かされる職業なので、秋田工業での３年間はと

ても貴重だったと実感しています。現在３年生の皆さん

は、就職・進学に向けた活動の最中のことと思います。

それぞれの進路実現を目指し、今まで学んできたことを

発揮してください。私が働いている会社でも多くの秋田

工業の先輩方がいます。職場の仕事の中心となっている

先輩方の姿を見るだけでとても励みになります。同時に

秋田工業の長い歴史を感じました。私もはやく先輩方の

ように会社に貢献できるように努力を続けます。私が

日々思うことは、「毎日を自分の力にする」です。毎日

のアドバイス等はすべて自分の力にすることが大切だと

思います。最後になりますが３年生全員の目標達成を期

待しています。

　私が卒業して半年が経ちました。後

輩の皆さんは日々の学習や部活動、自

己研鑽に励んでいることと思います。

私は今春から「東日本旅客鉄道株式会

社」に就職しました。現在、設備部門の保線系統に配属

され、主に線路内の軌道状態の検査や管理を行っていま

す。我が社には多くの秋田工業OBの方々が各現場の中

心となって活躍しています。先輩方に倣い、一人前の鉄

道人になるため現場作業や研修を通していち早く仕事を

覚え、技能や知識が身に付くよう頑張っています。社会

人になって感じた事は、自分の言動一つ一つに責任があ

るという事です。ほんの小さな事象で自分だけではなく

会社の信頼失墜に繋がる事もあります。社会人と学生と

の大きな違いはそこにあり、働くということは想像以上

に大変だという事です。

　最後になりますが、社会に出ることはゴールではなく

新たなスタートです。よいスタートを切るためには、そ

のための準備が大切です。学生はその準備過程であり、

それを疎かにするとずさんな結末が待っています。都合

のいい逃げ道を作っても、そこには何も生まれません。

今やっている事が良くも悪くも全て結果で表れます。自

分にとって本当に大切な事は何かしっかりと考えて今で

きる事を精一杯頑張って目標達成してください。期待し

ています。
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母 校 だ よ り
全県総体結果

陸上競技 学校対抗男子総合2位
男子トラック総合1位
1500m　1位安藤駿・2位齋藤椋
5000m　1位齋藤椋
3000mSC　1位石垣陽介・2位佐藤慎太郎
5000mW　2位佐藤光

バスケットボール 団体2位
バレーボール 団体3位
バドミントン 団体優勝

ダブルス2位　川上大征・森元寿昭
シングルス2位　田口達也

体操 女子団体優勝
柔道 男子団体優勝

100kg超級1位　清水拓実
73kg級1位　高橋諒

ボクシング 学校対抗2位
フライ級1位　舘岡広夢
バンタム級1位　鈴木蘭丸
ライトウェルター級2位　荻田渥

ウェイトリフティング 77kg級2位　阿部貴至
85kg級2位　塚田悠人
105kg級1位　石田尚己

空手道 男子組手2位　松嶋大我
ラグビー ２位
少林寺拳法 学校対抗2位

単独演武1位　須田大輝
運用法1位　須田大輝

東北大会結果
陸上競技 9名出場
バスケットボール 団体出場
バレーボール 団体出場
ラグビー Ⅱ部優勝
バドミントン 団体出場・単１組・複2組出場
ボクシング 1部フライ級3位　舘岡広夢

1部バンタム級3位　鈴木蘭丸
2部ウェルター級2位　荻田渥

テニス 複1組出場
柔道 個人4名出場

73kg級優勝　高橋諒
100kg超級優勝　清水拓実

ウェイトリフティング 個人3名出場
少林寺拳法 個人2名出場

インターハイ結果
体操 女子団体出場

男子個人1名出場
柔道 団体出場

個人2名出場
バドミントン 団体出場

複1組出場
単1名出場

陸上 個人2名出場
空手道 個人1名出場
ボクシング 個人2名出場
ウェイトリフティング 個人1名出場
少林寺拳法 個人1名出場
吹奏楽コンクール結果
吹奏楽 秋田県大会銀賞
マーチングフェスティバル結果
吹奏楽 東北大会銀賞
東北総合体育大会結果
ウェイトリフティング 3名出場
全国高等学校野球選手権秋田県大会結果
硬式野球 ベスト4
中央支部写真展結果
写真 団体の部　奨励賞
秋田県高校写真連盟展結果
写真 佳作　加藤夢菜

佳作　石塚祐樹
佳作　池田隆一

中央支部写真展結果
写真 特賞　加藤夢菜

入選　石塚祐樹
入選　加賀谷昌梧

春の高校伊奈駅伝結果
陸上競技 4位

1区区間賞　松尾淳之介
秋田市民陸上競技大会結果
陸上競技 5000m1位　松尾淳之介

　　　2位　佐藤慎太郎
兵庫カーニバル結果
陸上競技 2000mSC2位　石垣陽介
山田記念ロードレース大会結果
陸上競技 1位　齋藤椋

2位　松尾淳之介
中央支部総体駅伝競走結果

陸上競技 優勝
男鹿駅伝競走大会結果
陸上競技 出場

6区区間賞　森林純太
国体記念春季高校バドミントン選手権大会結果
バドミントン シングルス2位　田口達也
秋田県剣道段別選手権大会結果
剣道 二段の部1位　佐藤俊樹
北東北三県高等学校親善バレーボール大会結果
バレーボール 優勝
全県選抜高等学校柔道大会結果
柔道 優勝

最優秀選手　高橋諒
優秀選手　清水拓実

全日本ジュニア柔道体重別選手権秋田大会結果
柔道 73kg級1位　高橋諒

100kg超級1位　清水拓実
ワールド・エコノ・ムーブ
メカクラブレーシング班ＦＣ部門　優勝
秋田県高等学校写真連盟展結果
写真 佳作　池田隆一、加藤夢菜、石塚祐樹
ものづくりコンテスト秋田大会結果
ものづくり旋盤 旋盤作業部門3位　横山拓也
ものづくり木材加工 木材加工部門2位　鈴木さくら

　　　　　　3位　伊藤志帆

掃除大賞奨励賞受賞！
バドミントン部

　日頃の清掃活動を表彰する「掃
除大賞２０１５」（一般財団法人
日本そうじ協会主催）の個人部門
で奨励賞に輝いた。
　H ２６年４月から学校周辺のご
み拾いに取り組んでいることが評
価された。
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得意の旗振りもスーツでビシッときめます

故・太田光重前同窓会 会長

　冬の足音がすぐそこまで聞こえてくる季
節となりました。同窓会会員の皆様には、

益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　記念すべき同総会誌第５０号を発行するにあたり、太田光
重前同窓会会長の遺徳を偲ぶ紙面構成になるとのお話をお聞
きし、私も一筆寄稿させていただきました。
　平成１７年春、当時の同窓会会長でありました県会議員東
海林正隆先生は、一連の創立百周年記念事業が順調に推移し
たこともあり、これを節目としてご退任を決意いたしました
が、次の会長後継者として東海林会長はじめ役員全員から、
たっての懇願を受けたのが太田光重先輩でありました。日頃
は豪放磊落の太田先輩ではありましたが、さすがに秋田魁新
報社社長の倉田儀一氏や県議会議員の東海林正隆先生の後を
受けての同窓会会長職がどれほどの重責か十分お分かりに
なっており、深刻に思い悩んでおられる太田先輩の背中を見
守る一時期がありました。然しながら、平成１７年５月の
同窓会総会で満場一致のなかで会長職をお引き受けしてから

は、迷うことなく伝統ある秋工の長い歴史に更なる一貢を刻
むとの強い意志の下、次の１１０周年を目標に秋工校舎改築
期成同盟会の会長として獅子奮迅のお働きに終始いたしまし
た。特に機会あるごとに当時県会議員であった私をはじめ瀬
田川栄一先生、現同窓会会長の工藤嘉範先生を従え、役員全
員を引き連れて県知事や教育長を何度も何度も訪問し、得々
とことの理を説いておりましたが、今もその屹然としたお姿
が目に焼きついております。１１０周年記念事業や新校舎完
工をみることなく黄泉に旅立たれましたことは、心残りで
あったろうと察するに余りありますが、現会長の工藤嘉範先
生を筆頭に同窓会一丸となって太田前会長のご遺志を成就す
べく格段のご尽力をされておられますことは、誠にご同慶の
極みでございます。　　　
　筆を置くにあたり、応援歌を謳い、コバルトブルーの応援
旗を見事に振っておられる太田前会長の雄々しいお姿を偲び
つつ合掌し、結びといたします。

太田光重前同窓会会長を偲んで
衆議院議員　冨樫　博之（S50Ｍ）

県議議長就任の時
議長はどっちだ！？

崇高な気持ちでハイ、ポーズ
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　太田前会長を語るとき、彼の背中にはい
つもコバルトブルーの校旗がはためいてい
た。と申し上げなければなりません。秋田
工業の卒業生のみなさんにはどなたにも秋
工健児、そして秋工ファイトのコールが鳴

り響いていることと思いますが、彼のその思い込みの強さは
格別であり、同窓会長を引き受け、学校行事はもとよりスポー
ツの大会にはどこへでも応援に行っておりました。彼ほど母
校のことを思い、また愛し続けてきた人はたぐいまれであろ
うと思います。
　太田前会長との出会いは昭和２８年４月の入学から始まり
ました。ＭＡのクラス総勢４４名の半数強は秋田市内の出身
者で田舎出の私共はオドオドしながら市内出身者の動きに注
目しながらの学校生活の始まりでした。そうしたクラスの中
で少しずつ皆をまとめるような人が現れてきました。その人
が太田前会長でした。決して出しゃばった荒ぶれたりの様子
はないけど皆から頼られる人となったのであります。以来卒
業までの間本当によくクラスを取りまとめてくれました。い
つかは今までの機械科とは違う連中だと言われたことも有り
ました。
　卒業後はそれぞれの道に進み、再会したのは１５，６年経っ
てからでした。私も本荘に帰ってから、もろもろの事情から
自分で会社をはじめ、数年経ってからでした。太田前会長は
そのときすでに北勢工業を興し、頑張っておりました。設
備会社と機械屋との違いはありましたが実業家の先輩として
色々な面で参考にさせてもらい、また切磋琢磨しながら亡く
なられるまでつき合わせて頂きました。
　彼と一緒に旅をしたことを思い出します。還暦の年、伊豆
半島を車で一周の途中西伊豆の小さな旅館で一行５名で貸切
り（他に泊まる人がなかった）大声で校歌を歌い応援歌を歌
い、旅館の人も一緒になって過ごしたこともありました。ま
た研修旅行でニューヨークに行った際に、かのコンチネンタ
ルホテルに「泊まるのは無理でも一杯飲ませてもらおう」と
彼の掛け声でバーに行き、並の日常と異なった経験もさせて
もらいました。
　亡くなられた今、思い返すとき沢山のかけがえのない財産
をありがとうと申し上げずにはいられません。

　「佳子！同窓会さ、け！必ずけや！」と店
に響いた太田前会長の大声。
　家業を継いで美容師になった私は仕事に
追われ同窓生とのつながりは強くありませ
んでしたので正直気が進まないなぁと思っ

ていました。
　そして参加した同窓会、緊張して席にいると「おめ、何年
卒？何科？」から始まり、在籍時の出来事、ラグビー部は誰
が居た？同級生にアイツいたべ？まず、呑め呑め！と気が付
いたら先輩後輩どなたとでも話が途切れることなく会話して
おりました。
　『同窓会は人生を学ぶところ』と太田前会長はよく言って
おられました。また、『母校（母）という同じ胎内で育ち、
卒業（誕生）したのが同級生・同窓生でねえが？同窓生とは、
そんな絆がある。と俺は思う』とも言っておられましたね。
　緊張し、初めて参加した同窓会でしたが、すぐに打ち解け
ることが出来たのは “ 母校 ” という絆のおかげ、先輩や後輩
との会話の中には色々な発見や反省、家事や育児、仕事に通
じるものが必ずある、まさに “ 人生を学ぶところ ” でした。
　太田会長！ありがとうございました！
　先輩後輩と繋がる場所ができたこと、そしてその場所から
はいつも学びがあります。あの時の “ 強引なお誘い ” 心から
感謝しております。
　「オメがだ !! 来年はプラス一人ずつ同窓会さ連れでけや !!」
と大声で叫ぶお姿、コバルトブルーの応援旗を振り回し、全
身で皆にエールをくださったお姿、強く、あたたかく心に残っ
ております。
　「同窓会は人生を学ぶところ」「同窓生という絆」このこと
は、私も大きな声であたたかく後輩へ伝えていきたいと思い
ます。これからも秋工同窓会が発展するよう協力していくこ
とをお約束し太田前会長のご冥福を心よりお祈り申し上げま
す。

“ 同窓生 ”という絆
須藤　佳子（S62K）

コバルトブルーの旗と共に生きた男
細矢　育夫（S31MA）

あしあとを偲ぶ

細矢さんとの記念写真です

同窓生との
ゴルフ交流
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平成27年度春の叙勲
旭日双光章　鈴　木　誠　一（昭和３８年建築科卒）　秋田市

建築設計監理業振興功労。元県建築士事務所協会長。

旭日単光章　米　田　賢　一（昭和３３年採鉱科卒）　秋田市
スポーツ振興功労。元県体操協会副会長。

木内音楽賞
中　村　晃　悦（昭和５４年電気科卒）　秋田市

県内の吹奏楽界をけん引。秋田吹奏楽団団長。

秋田市「市の記念日」
鈴　木　玲　子（昭和３８年建築科卒）　秋田市

市勢貢献・功労者表彰。秋田市固定資産評価審査委員会委員。

【哀　悼】謹んでご冥福をお祈りいたします。（平成２６年１０月１日～平成２７年９月３０日）

故人ご芳名 卒　年 科 住所
木　村　雄　二 Ｓ１６ 電　気 秋 田 市
佐　川　徳　雄 Ｓ１６ 建　築 名 古 屋 市
田　中　善一郎 Ｓ１６ 採　鉱 静 岡 県
木　村　　　豊 Ｓ１７ 電　気 茨 城 県
根　本　信　次 Ｓ１８ 電　気 秋 田 市
澤　木　　　清 Ｓ２０ 冶　金 秋 田 市
菅　　　省　冶 Ｓ２４ 電　気 東 京 都
谷　藤　三　郎 Ｓ２４ 電　気 秋 田 市
小　浜　健　作 Ｓ２５ 機　械 札 幌 市
佐々木　順　悦 Ｓ２８ 土　木 横 浜 市
佐　藤　俊　秀 Ｓ２９ 機械・旧職員 秋 田 市
小　林　　　清 Ｓ３０ 電　気 秋 田 市

故人ご芳名 卒　年 科 住所
中　村　健　一 Ｓ３０ 電　気 秋 田 市
宮　城　哲　也 Ｓ３０ 建　築 神 奈 川 県
太　田　光　重 Ｓ３１ 機　械 秋 田 市
小　玉　博　昭 Ｓ３２ 機　械 静 岡 県
中　川　久　明 Ｓ３３ 建　築 秋 田 市
佐　藤　勝　雄 Ｓ３４ 土　木 潟 上 市
佐　藤　　　南 Ｓ３６ 工業化学 岐 阜 県
鈴　木　喜　悦 Ｓ４１ 建　設 秋 田 市
田　口　祐　冶 Ｓ４６ 土　木 秋 田 市
鈴木（須藤）　淳 Ｓ５２ 電　気 秋 田 市
大　山　　　実 Ｓ６２ 電　気 秋 田 市
武　田　直　彦 旧職員 秋 田 市

（敬称略・事務局判明分）

秋田工業高等学校同窓会支部・部会一覧
支部名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号

北 海 道 支 部 支部長 渡　部　　　猛 065-0006 札幌市東区北六条東八丁目1-2-502　　渡部秀樹方 011-712-3502
仙 台 支 部 支部長 大　島　喜三郎 982-0032 仙台市太白区富沢三丁目13-7 022-244-1473
東 京 秋 工 会 会　長 三　平　俊　悦 216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹855-3 044-852-0891
静 岡 支 部 支部長 大　槻　　　榮 424-0003 静岡市清水区蜂ヶ谷456-7　佐々木健男方 054-364-4351
東 海 支 部 支部長 森　合　久　春 470-2362 愛知県知多郡武豊町字六貫山1-70　塚本憲夫方　 0569-72-5845
関 西 支 部 支部長 菅　　　光　夫　 572-0031 大阪府寝屋川市若葉町13-3　木村忠雄方 072-826-3136
鹿 角 支 部 支部長 柳　澤  隆　次 018-5201 鹿角市花輪字下中島102 0186-22-2244
大 館 支 部 支部長 川　井　隆　治 017-0845 大館市泉町6-22　奥羽電気設備（株）内 0186-42-1870
北 秋 支 部 支部長 簾　内　　　勇 018-3343 北秋田市今泉字今泉7 0186-67-2095
羽 城 支 部 支部長 渡　部　久　男 018-1504 潟上市飯田川飯塚字水神端33-3 018-877-3807
男 鹿 支 部 支部長 大　高　　　務 010-0341 男鹿市船越字寺後54  藤原　誠方 0185-35-3067
大 仙・ 仙 北 支 部 支部長 伊　藤　正　之 014-0047 大仙市大曲須和町2-2-28 0187-62-4231
由 利 本 荘 支 部 支部長 木　内　　　了 015-0852 秋田県由利本荘市一番堰267木内組土建（株）内 0184-22-4108
横 手･平 鹿 支 部 同窓会館内 018-862-1256
湯 沢･雄 勝 支 部 支部長 須　田　治　哉 012-0824 湯沢市裏門2-2-46 0183-73-0299
泉･八 橋 地 区 金 砂 会 会　長 渡　邉　佐　文 010-8560 秋田市山王一丁目1-1　秋田市役所公事検査室　赤川孝則方 018-866-2014
秋田市南部地区金砂会 会　長 佐々木　文　勝 010-1421 秋田市仁井田本町5-1-62　（株）北勢工業内 018-839-6516
秋工同窓勝平地区有志の会 会　長 佐　藤　一　紀 010-1614 秋田市新屋割山町4-21　佐藤定男方 018-823-4385
秋 田 県 警 金 砂 会 会　長 若　狭　武　志 010-0951 秋田市山王4丁目1番5号　秋田県警察教養課　加賀屋　真方 018-863-1111　

金砂クラブ部会・団体
部会・団体名 役　職 代表者氏名 郵便番号 事　務　局　住　所 電話番号

電 気 部 会 会　長 加賀谷　　　忠 018-1502 潟上市飯田川下虻川字両又57-7　（有）鐙電工 内　鐙　誠司方 018-877-6743
建 築 部 会 会　長 伊　藤　　　満 010-1221 秋田県秋田市雄和平沢字舟津田78-1伊藤工業（株）内 018-886-2135
設 備 部 会 会　長 三　浦　清　一 010-0013 秋田市南通築地16-11（有）太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
金 砂 エ ス ピ ッ ク 会　長 工　藤　行　雄 010-1421 秋田市仁井田本町6-4-11（株）水建技術内　宇佐見昭一方 018-829-2131
土 木 科 同 窓 会 会　長 岩　沢　光　夫 010-0013 秋田市南通築地16-11（有）太平工務所内　藤井　進方 018-833-0664
ポ プ ラ 会 会　長 土　田　久美子　 010-0973 秋田市八橋本町6-11-14（株）トクミツ建築企画　小玉聖子方 018-824-1868

晴れの叙勲・褒章の紹介 （敬称略・事務局判明分）
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事 務 局 だ よ り
平成26年度　会務報告

平成26年度 秋工同窓会本部事業一覧
期　日 事　業　名 場　所

　４月１６日（水） 企画委員会１回目 同窓会館
　４月２１日（月） 会長副会長会議 同窓会館
　５月１４日（水） 企画委員２回目・当番幹事会 同窓会館
　５月１６日（金） 役員会・幹事会 秋田キャッスルホテル
　５月３１日（土） 平成２６年度年次総会・新会員歓迎会 秋田キャッスルホテル
　６月１７日（火） 会長副会長会議 しの八
１０月  ３日（金） 広報委員会１回目 同窓会館
１０月  ９日（木） 企画委員３回目・部会秋工ブース打合せ 同窓会館
１０月２５日（土） 秋工祭同窓会ブース開設 母校実習棟
１１月２０日（木） 同窓会誌　第４９号発行 同窓会館
　２月１３日（金） 広報委員会２回目 同窓会館
　２月２８日（土） 同窓会長賞授与式 母校体育館
　２月２８日（土） 同窓会入会式 母校体育館

※　同窓会長賞　　技術・技能の分野で特に優れた卒業生（H26年度１名受賞）

平成26年度 同窓会支部・部会総会開催一覧
期　日 事　業　名 出席者

６月  ９日（月） 金砂クラブ４部会総会 工藤同窓会長
６月１４日（土） 東海支部総会 工藤同窓会長
６月１５日（日） 関西支部総会 工藤同窓会長
６月２０日（金） 東北機械支部総会 工藤同窓会長
６月２７日（金） 北海道支部総会 嵯峨副会長
６月２８日（土） 男鹿支部総会 嵯峨副会長
７月１２日（土） 土木科同窓会総会 工藤同窓会長

１１月  ８日（土） 東京秋工会総会 工藤同窓会長
１１月  ９日（日） 静岡支部総会 工藤同窓会長
１１月２２日（土） 秋田市南部金砂会総会 工藤同窓会長
１１月２３日（日）ポプラ会総会 工藤同窓会長
１１月２８日（金） 大仙仙北支部総会 工藤同窓会長
１２月  １日（月） 秋田市役所金砂会総会 工藤同窓会長
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平成26年度　特別会計決算書

平成26年度　一般会計決算書

収入総額　6,216,208 支出総額　4,141,850 差引残高　2,074,358
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
会費 3,373,600 3,151,200 △222,400
　１.在校生会費 1,173,600 1,153,600 △20,000 生徒12ヶ月分

　２.同窓生会費 2,200,000 1,997,600 △202,400
1061名分（振替
手数料差し引き
後）

繰越金 2,395,118 2,395,118 0 25年度からの繰
越金

広告賛助金 250,000 386,180 136,180 34社分（振替手
数料差し引き後）

雑収入 1,282 283,710 282,428 寄付金（M31有
志）他

合計 6,020,000 6,216,208 196,208

収入総額　3,969,360 支出総額　800,000 差引残高　3,169,360
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
繰越金 3,968,770 3,968,770 0

収入 300,000 0 △300,000 一般会計財源不
足による

　1．繰入金 300,000 0 △300,000 一般会計財源不
足による

雑収入 730 590 △140 預金利息
合計 4,269,500 3,969,360 △300,140
支出の部 （単位：円）

科目 予算額 決算額 比較増減 概要
創立110周年記念
事業お祝い金 0 800,000 800,000 記念式典他

合　　　 計 0 800,000 800,000

支出の部 （単位：円）
科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要

会議費 400,000 203,505 △196,495

　１.総   会   費 200,000 136,120 △63,880 アトラクション謝
金、景品他

　２.役員会議費 200,000 67,385 △132,615 総会準備会議補
助他

事務費 1,956,000 1,771,387 △184,613
　１.事務手当 1,176,000 1,176,000 0 事務員手当
　２.事務諸費 50,000 21,579 △28,421 事務局消耗品
　３.印 刷 費 30,000 12,960 △17,040 封筒印刷代

　４.通 信 費 250,000 251,170  1,170 電話・FAX・郵
送代

　５.旅     費 300,000 232,859 △67,141 支部総会出席
　６.光 熱 費 120,000 69,535 △50,465 灯油・ガス代
　７.消耗品費 30,000 7,284 △22,716 事務用消耗品
事業費 3,050,000 1,854,922 △1,195,078

　１.会報発行費 2,500,000 1,383,988 △1,116,012 印刷代、封筒代、
送料

　２.慶 弔 費 100,000 147,440  47,440 太田前会長献
花、弔電他

　３.支部祝金 200,000 160,000 △40,000 16団体
　４.新会員歓迎費 100,000 102,672  2,672 会員章　他
　５.褒 賞 費 100,000 15,120 △84,880 同窓会長賞（1名）
　６. 同窓会ブース 

準備費 50,000 45,702 △4,298 見学者用景品他

雑費 314,000 312,036 △1,964 竿燈会補助、広
告代他

　特別会計繰入金 300,000 0 △300,000
合計 6,020,000 4,141,850 △1,878,150

～会費納入のお願い～

◎会費：年額２千円
　同窓会はその大半が、会員の会費により運営されており、
納入額も年々減少傾向にあり予算額を下回る年が続いてい
るのが現状です。今後の同窓会活動の継続と母校の後輩を
支援するために、卒業生のご理解とご協力は欠かせません。
経済状況の厳しい中で心苦しいところですが、少しでも多
くの会員の皆様に会費を納入していただければ、大変助か
ります。
◎納入期日：出来るだけ１２月末日までにお願いします。
◎納入方法：同封の会費専用郵便振り込み用紙でお願いし
ます。（手数料無料）※なお、同窓会館に直接持参されて
も歓迎いたします。

～同窓会会員への不審電話について～

同窓会を騙る不審電話にご注意！
　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切し
ておりません。近年、同窓会ならびに同窓生を騙った不審
電話についての問い合わせがあります。本誌（同窓会誌）
でも度々お願いしておりますが、同窓生はもちろん近親者
の方々におかれましては、このような電話がかかってきて
も、決して連絡先を教えたりすることのないよう十分にご
注意願います。万が一、実害などがある場合は、近くの警
察署へ直接相談して下さい。

《広報委員会》
担当副会長：徳光富久 昭47A
委　員　長：伊藤　満 昭54C　副　委　員　長：太田博之 昭56K
委　　　員： 熊地春悦 昭37M・山平鈴男 昭43K・下総　大 昭51E 

永田誠一 昭52E・大友孝治 昭54H・佐藤敏和 昭62H 
今野洋子 昭62K・本間国裕 平７Z

︱編︱集︱後︱記︱

伊　藤　　満（昭和54年土木科卒）

係り　　広報委員の責任者
趣味　　ゴルフ（HC15）

座右の銘（もしくは普段心がけていること）
朝起き・正直・働き
皆さんへ
同窓会長を中心に、一致団結してまとまりの良い
同窓会をつくりましょう！
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秋工駅伝3年連続21回目の全国大会出場!!

あと一歩、花園逃す

“Fearless Explorers”
東北大会　銀賞!!

駅伝

ラグビー

吹奏楽部

■第６６回全国高校駅伝競走大会秋田県予選
　昨年の秋工全国４位チームのコース記録の
２時間７分９秒を更新し、２時間６分５３秒
という新たなコース新記録を樹立し優勝を
飾った。
　１区では松尾淳之介（３年）が２位と３０
秒以上離して独走態勢となり、２区森林純太

（３年）、３区齋藤椋（２年）、４区安藤駿（３
年）、５区才村流成（３年）、６区佐藤慎太郎（２年）、７区石
垣陽介（３年）すべてが区間１位で八橋陸上競技場に入り、
大喝采の中ゴールした。

目指せ!!  新記録!!
　今年は、昨年を上回る好タイムで県大会を制し、東北大会
も連覇しました。現在、全国大会(12月20日)に向けた募金活動
が行われており、同窓会としても支援したいと考えておりま
す。本来、募金の趣意書を同封すべきところですが、親書扱
いとなるため別紙リーフレットに代えさせていただきました
のでご了承下さい。なおご協力いただける方は、同封の振込
用紙にて秋田工業高校全国大会募金委員会宛、郵便局にてお
振り込みいただきますようお願いいたします。

　第９５回全国高校ラグビー大会秋田県予選・決勝、
１０月３１日(土)秋田市八橋のあきぎんスタジアムにて
７年連続の決勝対戦となった秋田中央ＶＳ秋田工。１０
－８で惜しくも花園出場は２年連続なりませんでした。
力は着実に伸びており、来年に期待をしたいと思います。
多くのラグビーファン、秋工ＯＢよりご声援をいただき
ありがとうございました。
　なお、１１月７日に高校ラグビー秋田県新人戦決勝が
行われ、優勝し東北大会に向け、新チームは頑張ってお
りますので、ご声援よろしくお願いします。

　第43回マーチングバンド・バトントワーリング東北大会（11月8日

出場）がグランディ 21セキスイハイムスーパーアリーナで開かれた。

　小編成ながらも魅せる演技力と力強い演奏であったが、銀賞の結果

となり残念ながら全国大会を逃した。

スタート直後の1区松尾 3区斎藤椋

最後まであきらめないトライ！！

秋田中央　１０（５－３）８　秋 田 工
　５－５
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